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▶生活習慣病による治療・死亡は40代から増加

働く世代への働きかけについて
目的 「健康ちば21（第3次）」に記載した働く世代の課題と働きかけ方針等（抜粋）

　千葉県の重点課題である働く世代の健康づくりに向けて、従業員の健康づくりに取り組む事業所や企業等を増やす
「健康な職場づくり」を推進することで、働く世代の健康課題の改善を図り、健康ちば２１（第３次）の総合目標であ
る「健康寿命の延伸」、「健康格差の縮小」の達成を目指す。 栄養

・食生活

課題：特に、働く世代などは、仕事・子育て・介護など多くの社会的役割があり、また子育てをしている家庭では、次世代のこどもの食生活の基盤となる
環境をつくる役割もあるため、ライフスタイルに合わせた取組の推進が必要です。 P51

個人の取組を促すための多様な主体との連携：市町村や栄養士会、調理師会、食生活改善団体、企業等の多様な主体との連携により、栄養・食生活の改善
につながる取組を推進します。特に働く世代については、ライフスタイルに合わせた方法による取組を推進します。 P52

背景
　千葉県では、全国と同様に、悪性新生物、心疾患、脳血管疾患といった生活習慣病による死亡が全体の5割を超え、
特に40代からその割合が増加傾向にある。また、健康ちば21（第2次）の最終評価においては、働く世代の食習慣、運
動習慣、睡眠習慣などに改善の余地があることが明らかになった。
　健康ちば21（第3次）では、企業との連携を強化し、産業保健活動の取組推進、事業所や企業が従業員への健康づく
りの取組を推進するための支援を行う必要性を明記している。さらに働く世代に対して、ライフスタイルに合わせた取
組を推進している。職場環境は働く世代の健康に大きく影響するため、健康な職場環境を作るために必要な支援を行う
ことで、働く世代の健康増進を推進していくことが重要である。

身体活動
・運動

課題：ライフステージに応じた効果的な支援ができる人材育成や、特に働く世代においては、意識しなくても日常生活で体を動かす機会を増やせるような
環境づくりが必要です。 P55

身体活動・運動の効果に関する普及啓発：次世代を含む運動習慣の定着や、働く世代を中心としたライフスタイルに合わせて気軽に運動できる体操や日常
生活の中で身体活動を増やす工夫について具体的な方法を紹介します。 P55

休養・睡眠

課題：事業所や企業が従業員への健康づくりの取組を推進するための支援が必要です。 P58

質の高い十分な睡眠の確保の推進：質の高い十分な睡眠の確保について、必要性とともにその方法等を普及啓発していきます。また、従業員の健康づくり
に取り組む事業所や企業への周知を図ります。 P58

歯と
口腔の健康

歯・口腔の健康づくりに関する知識の普及啓発：県民の歯・口腔の健康意識の向上を図るため、生活習慣病（ＮＣＤｓ）の予防や全身と口腔の健康の関係
などについて、市町村、関係団体、企業等と連携して、地域や職場において、歯周病と糖尿病などの全身の疾患との関連性やオーラルフレイル予防などに
関する正しい知識の普及啓発を図ります。

P66

市町村その他関係者の連携体制の構築：地域特性を踏まえ、市町村と連携し、学校保健・産業保健も含めた幅広い連携を推進します。

働く世代の実態
長時間労働の是正：県内中小企業等において長時間労働の是正や多様な働き方の普及等が図られるよう、企業向けセミナーの開催やポータルサイトを活用
した情報発信等を行うとともに、アドバイザーの派遣等を通じ県内企業の取組を支援します。 P59▶千葉県の健康保険の加入状況は、概ね以下の通り ▶千葉県は従業員数が49人以下の事業所が96％

喫煙 喫煙者の禁煙を支援：喫煙者が禁煙に取り組む際の後押しができるように、職場の衛生管理者や禁煙をサポートしたい人向けの研修会を開催します。 P63

P66

課題：特定健康診査・特定保健指導の実施を更に推進するとともに、重症化予防への取組や、関係機関との連携が必要です。 P73
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生活習慣病の早期発見のために、県民だより、ラジオ放送、リーフレット等の各種媒体を活用し、特定健康診査の受診や特定保健指導の利用を促し
ます。 P74

各保険者による特定健康診査や特定保健指導の実施率向上の取組について、好事例の紹介などにより保険者の取組を支援します。 P74

特定健康診査・特定保健指導の効果的な実施により、生活習慣病の予防及び早期発見、対象者の行動変容につなげるため、指導者の人材育成を図り
ます。 P74

地域・職域間における相互支援体制整備など保険者間協力による利便性向上への取組を推進します。 P74

糖尿病

特定健康診査・特定保健指導の効果的な実施に向け、受診率を高めることができるよう、効果的な実践例の紹介、広域的な関係機関の調整、情報提
供などにより、医療保険者を支援します。 P77

今後の取組に生かせるよう県内の特定健診データを収集・分析し、その結果を情報発信するとともに、特定保健指導の実施率を高めるため、指導者
のスキルアップをはじめ、保健指導の向上を図るための人材育成を実施します。 P77

循環器病

未治療者・治療中断者へのアプローチを円滑に行うには、国保データ ベース（ＫＤＢ）の活用が重要です。千葉県国民健康保険団体連合会と連携
し、各市町村への研修や保険者指導等を通じて、国保データベース (ＫＤＢ)の活用を普及し、未治療者や治療中断者等に対する保健指導や医療機
関への受診勧奨の促進を図ります。

P74

CKD
千葉県糖尿病性腎症重症化予防プログラムを活用し、健診結果において腎機能が低下している者に対して受診勧奨を行い、早期受診による重症化予
防を行う市町村等医療保険者の取組を支援します。 P80
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課題：従業員のメンタルヘルス対策に取り組む事業所や企業の取組を支援することが必要です。 P85

職域におけるメンタルヘルス対策を推進し、働く人々のこころの健康づくりに取り組みます。 P86

健康づくりに自発的に取り組む企業・団体等の活動を把握し、県民に情報提供するとともに、自治体等地域と職域の更なる連携推進を図ります。 P86

健康ちば地域・職域連携推進共同事業における取組方針
１ 県民の健康状態等のデータ集積
現状：働く世代は、仕事や子育て、介護など、様々な役割を担い、自身の健康に配慮する時間が少ないため、生活の実態やライフスタイルに合わせた取組が必要である。
方針：医療保険者から特定健診・特定保健指導の実施結果データを収集し、地域別・年齢別・性別などの属性別、経年的に比較・分析・評価することで、働く世代の生活の実態や健康課題を明らかにする。これらのデータを、医療保険者との協働による健康施策につなげるた
めの基礎資料とする。また、保健所や市町村等がこれらのデータを活用して対象者のニーズに即した効果的な健康増進施策を立案できるよう支援する。
２ 健康な職場づくり推進の環境整備
現状：働く世代は、長時間労働やストレスにさらされやすく、健康への影響が懸念されている。また、事業所や企業が従業員への健康づくりの取組を推進するための支援が必要である。
方針：従業員の健康増進を図るには、個人の生活習慣の改善を促すことに加え、長時間労働の是正や多様な働き方の推進など、企業の健康的な職場づくりや産業保健活動を推進を支援していくことが重要である。
具体的には　①栄養・食生活、身体活動・運動、休養・睡眠、喫煙等の健康づくりに関する定期的な情報配信
　　　　　　②従業員の健康づくりに積極的に取り組む企業の具体的な事例を広く紹介し、より多くの企業が自発的に健康的な職場づくりに取り組む後押しとなる情報発信　等に取り組んでいく。

受動喫煙対策の推進：職場や家庭等での受動喫煙を防止するため、受動喫煙による健康被害についての正しい知識を普及啓発していきます。 P89
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課題：従業員の健康づくりに自発的に取り組む企業や団体の活動を経営者等へ情報提供するとともに、地域と職域の連携を強化する取組が必要です。 P91

産業保健活動の取組の推進：事業所に対し、健康づくりに関するメールマガジンの配信を行うとともに、健康づくりに自発的に取り組む企業・団体等の活
動について情報提供し、連携を推進します。 P92

▶特定健診受診率は令和2年度以降、全国より低い。40～44歳・60～64歳が低く、その後増加

産業保健活動の取組の推進：事業所の健康課題に応じた産業保健サービスを提供できる事業所を増やします。 P92

P94

自然に健康に
なれる

環境づくり

自然に健康になれる環境づくりの取組の推進：職域等での取組事例を集め、好事例を示し、取組の拡大を進めます。 P89

ライフコースア
プローチを踏ま
えた健康づくり

こども：幼少期からの生活習慣や健康状態は、成長してからの健康状態にも大きく影響を与えるため、保護者等も含めたこどもの健康を支える取組を進め
る必要があります。また、親世代への普及啓発により、親世代とこどもの両方にアプローチができるため、親世代や子供への支援を連動させることも大切
です。子育て世代の生活習慣は、こどもにも影響します。ワークライフバランスの取れた生活と健康づくりを、父親・母親それぞれが取り組むことも重要
です。
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度 特定健康診査・特定保健指導の実施状況
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※被扶養者含む 千葉県保険者協議会加入分のみ 令和3年3月末時点
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